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○今後、区分D（公共交通不便地域）における施策を検討する上では、地域の移動実態や問題
点・課題をより詳細に把握する必要がある。
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◆公共交通不便地域における実態調査等実施地域の選定
○区分Dの地域の実態や問題点・課題をより詳細に把握するため、ワークショップ等を実施。
○区分Dを14グループに分割し、各エリアの状況を基にワークショップ等を実施すべきモデ
ル候補地を選定した。

面積(ha) 面積
割合

人口
(人)

人口割合

約3,633 13.4% 約6,700 0.7%

人口 面積

No.7（平山町等） 約760人 約1.3㎢

No.8（高田町） 約870人 約1.4㎢

No.9（平川町等） 約1,400人 約4.3㎢

No.10（高津戸町等） 約1,600人 約3.3㎢

No.11（下大和田町等） 約300人 約3.3㎢

No.12（越智町） 約350人 約0.3㎢

No.13（大木戸町等） 約200人 約0.7㎢

No.14（小食土町等） 約20人 約1.2㎢

人口（人） 面積（㎢）

No.1（旦谷町等） 約10人 約0.6㎢

No.2（小間子町等） 約80人 約2.5㎢

No.3（御殿町等） 約70人 約1.3㎢

No.4（富田町等） 約340人 約5.1㎢

No.5（佐和町等） 約120人 約0.8㎢

No.6（野呂町等） 約580人 約2.7㎢

今後、区分Dでは、一定程度の居住規模の地域を対象とした調査を実施し、その結
果を基に区分Dにおけるモデルとして施策を検討する。
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◆No.10（緑区高津戸町北部等）
○対象エリアの人口規模（エリア内の人口総数、65歳以上の人口など）及び最寄りの鉄軌道
駅までの距離の視点から、地域の実態を把握するためのワークショップ等を実施する候補
地をNo.10（緑区高津戸町北部等）とする。

人口 高齢者人口
可住地の
人口密度

土気駅までの
距離

約1,600人 約550人 約1,215人/㎢ 約2.1km

23% 32% 9% 18% 18%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

外出頻度

（回答者22名）

ほぼ毎日

週5日

週3～4日

週1～2日

無回答

9% 27% 0% 23% 9% 32%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外出手段

（回答者22名）

鉄道、バスを利用

鉄道を利用

バスを利用

自動車、徒歩等

徒歩等のみ

無回答

鉄道 路線バス タクシー 公共交通全体

満足・やや満足 50% 14% 5% 14%

不満・やや不満 27% 55% 55% 36%

対象地域

土気駅

No.10（緑区高津戸町北部等）

※今後、地元の意向状況等によっては他の地域にて実施するものとする。

ワークショップ等により移動実態等を把握した後、地域の暮らしを支える柔軟
な交通サービスの構築に向け、地域・事業者・市の３者が担う役割と共に、
サービスの持続可能性を整理していく。

No.10を区分Dのモデル候補地
として進め、当該地域にて考え
られる取組等を他の地域の参考
とし反映していく。


